
RT1内部仕様 (1)

【メモリー配置】

シングル・チップ・モードによる動作によりメモリーの配置は以下となります。

【ソースファイルの構造】

Fics-RT1のソースファイルの構造は以下となっており、基本的には共通ソースファイルとユーザ対応ソース
ファイルに区別されていますが、コンパイル時には全ファイルがインクルードされ一本のファイルとして条

件コンパイルされます。

【内部処理の流れ】

Fics-RT1の電源ＯＮからの処理の流れは以下となっています。

Fics-RT1
ＲＴ１内部仕様

《内蔵ＲＯＭ》

H’0000

H’00FF
ベクタ・テーブル

H’0100

H’7FFF

内蔵ＲＯＭ

    ３２ｋバイト

《内蔵ＲＡＭ》

H’FE80

H’FF7F

内蔵ＲＡＭ

      ２５６バイト

H’FF80

H’FFFF

内部レジスタ

      １２８バイト

《ＥＥＰＲＯＭ》

   １２８バイト

<RT1_V2.S>

END

INCLUDE RT.S <RT.S>メインロジック

……
INCLUDE COMDEF.H

INCLUDE FUNC.INC

……

<COMDEF.H>

……
INCLUDE IODEF.H

INCLUDE USRDEF.H

……

<FUNC.INC>ESC ｼｰｹﾝｽ処理

……
INCLUDE EE_SGS.INC

INCLUDE LCD.INC

……
<LCD.INC>キー LCD 処理

……
……

<RT.S>はユーザ対応別の

        ソースファイル

電源ＯＮ

初期化処理

・ I/O初期化
・ LCD初期化
・ EEPROM読み込み
・ RS232C初期化

LCD出力処理
・ RS232Cより入力された情報の

LCD出力及びESC シーケンス処理

KEY入力処理
・ KEY入力された情報を
  キーコードとして RS232C出力



RT1内部仕様 (2)

【キー入力処理の流れ】

Fics-RT1の電源ＯＮからのキー入力処理の流れは以下となっています。

電源ＯＮ

初期化処理

・ I/O･割り込み初期化
・ LCD初期化
・ EEPROM読み込み
・ RS232C初期化

LCD出力処理
・ RS232Cより入力された情報の

LCD出力及びESC シーケンス処理

KEY入力処理
・ KEY入力された情報を
  キーコードとして RS232C 出力

チャタリング対応：I_CMI0A()
割り込み（2msec）によるキー・マトリクスの処理

《概要》①１回の割り込みで６×８のキーマトリクス中の

          １ラインの読み込みを行う。
        ②読み込みデータ中で前回読み込みデータと一致
          したビットのみを読み込み結果として設定する

※ この処理により RT1全データの読み込み時間は
    2msec×６ = 12msec  となる

《変数》TIMER_W   500us タイマー
        IOLDPTR   対象となる前データのポインター
        IDATPTR   対象となる結果データのポインター
        IKEYSCN   対象となるライン
        IKEYOLD   割り込み前データ・テーブル
        IKEYDAT   割り込み結果データ・テーブル

ＫＥＹ入力処理：KEYSEN()、KEYSCN()

《概要》①キー押し下げ状態データ（前データ）と割り込み結果データにより

          １ライン目のビット０より比較し状態の異なるものを入力データとしてする。
          結果はキー押し下げ状態データとしても設定される。
              検出順序はメイクの処理後にブレークの処理がおこなわれる
         ②ブレーク検出時は 100msec のタイマーを設定し、この間ＫＥＹ入力処理は
           行われない。

《変数》TIMER500   500us タイマー

        KEYSTA     キー押し下げ状態データ（前データ）
        IKEYDAT    割り込み結果データ・テーブル
        KEYNO      キーコード


